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1. ~ま Lユ訟う占こ

今日の教育の現状で、特徴的なことの一つをあげるならば教育や子育てが年々難しくなっ

てきたことである。これは年次的に学卒者の比率が高まり、文、あらゆる分野の科学的分

析や学問的領域の細分化にともないさまざまな研究活動の発展がなされてきて、豊富な情

報のもとであたかも親の教育について知識が高まり、学校教師の教育的力量が高まったか

に見えることや、さらにこどもの“からだ"と“こころ"の不均衡からおこる社会問題が

続出している現在、地域や社会からは学校教育に対して多大な期待とその反面に不信をも

抱いている。このような状況を認識せずに今日の教育問題を考えるわけにはいかないから

である。現代のこどもが起こす異常な行為は、本来こどもが身体活動をともなう遊びの中

で心身の発達を遂げていくことが自然であろうが、現実は遊びの場面を持てず、遊びを知

らない状況から生み出されたと考えられる。遊びの衰退は結果としてこどもの成長にマイ

ナスの影響を与えているといえよう。

現在の女子学生においても、多くは遊びの少ない受験期を過ごし、好ましい生活習慣が

身につけられぬまま日々充実感を持てない現実であろうと思われる。日常生活の中で、遊

び、充実感と関係があると考える「感動すること」や、 「ストレス」についての実情や捉

え方、 「レジャー・レクリェーション」に対する認識や活動状況についての調査をおこな

うことで、日常生活活動がより積極的により豊かな生活場面となるような資料提供を目的

とし Tこ。

H.コ守主去
1.調査対象:東京都 2大学.大阪・兵庫県の各 1大学(合計 335人)

2.調査方法:質問紙法によるアンケート調査.回収率100%

3.調査期日:1998年5月18日-25日
4. 質問項目1.ストレスについて 2. コミュニケーションについて

3. レジャー・レクリェーションについて 4.将来問題について

11. 糸吉男毛と呈雪算書E

質問項目 1 ストレスについて

その1. [""あなたは現在何らかのストレスを感じていますか」感じている・・71.9%，感

じていない・・27.2%，無回答・・0.9揮であった。約30%の学生はストレスを感じていない回

答だが、ストレスがあっても上手に対応できているのか、あっても感じないのか、全くな

い状態かの判断は、今回の調査では追求できなかった。しかし 70~以上の多くの学生が、
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学業やクラブ活動、友人関係などの問題でストレスを感じながら生活している様子がうか

がわれる。

その 2. r最近“感動"をすることにであいましたかJ “ある~・65.a、 “ない"・・32.
2lti、無回答・・2.Uであった。感動した内容についての記述をみると映画を見て・4怖がー

番多く、ついで人との直接のかかわりで感動した・・2側、 TVを見て、 CDを聴いて、ラ

イブにいってが18ltiであった。その他少数だが素晴らしい景色や、爽やかな天候に見回れ

てなどである。この中で人との直接の関わりでの、感動については具体的に、人の優しさ

に触れて、恩師・友人からの励ましの手紙、友人との会話、他人への思いやりなどが挙げ

られている。物や事、人や自然に感動することは極めて人間的であり、より人間らしく豊

かに生きて行く原動力であると考え、感動の価値についτ学習する事は意味があるといえ
よう。又、感動がないと回答した学生は、 35月が感動がないことをつまらない・悲しい・

寂しいことと思い、 14覧が感動するような出会いがしたい、感動してみたいと望んでおり、

16%が別にどうでもいい、なにも思わないと無感動の回答は本研究の課題のーっとなる。

質問その1.の「ストレス」と「感動jの有無の回答をクロス集計してみると、ストレ

スがあり、感動もある・・47.5lti、ストレスはあり、感動がない・・23.3lti，ストレスはなく、

感動がある・・16.4施、ストレスはないが感動もない・'9.8耳、無回答・・3.Oltiであった。この

集計ではストレスがあっても感動できることがあると、ストレスに対応していく意欲があ

るであろうと考え、集計を行ってみた。 その結果としてストレスがあるが、感動するこ

とはないの回答者がどのようにストレスを向き合っているのかは残された問題である。

その 3、 「毎日が楽しいですかJかなり楽しい・・7.2~，まあ楽しい・・ 33.n、普通・・40.
側、あまり楽しくない・・13.側、楽しくない・・4.2%、無回答・・l.5%であった。全体のおよ

そ20ltiの楽しくないという回答は、大学や専攻、進路の違いや友人関係の問題などが多く

の理由で今後の学生生活全体の気にかかる点である。

その 4、 「日頃充実感がありますか」充実感がある・・8.錦、まあ充実感があると思う・・

25. a、普通・・38.側、あまり充実感がないと思う・・18.側、充実感がない・・8.側、無回答・・

O. 6買あった。

その 5、 「日噴憂欝感がありますかj憂欝感はない・・6.6lti、憂欝感はあまりない・・16.4

k 普通・・34.側、わりと憂欝である・・30.7施、かなり憂欝である・・9.側、無回答・・2.aで

ある。全体の約40施憂欝であるという回答は、学校の授業に出たくなかったり、授業中で

あることが新入学生にみられ、学生生活が憂欝であることは、質問その 3で毎日が楽しく

ないの回答と一致する点である。

N. 言ミ之=以う

本研究において、現代女子学生の学生生活における充実度について調査を試みた。 r充
実感」を取り巻く要素となる「ストレス」、 「感動」、 「充実感」、 「日々の楽しさJ、

「憂欝感」等についてみると、日々ストレスを感じていながら、感動することもかなりあ

る。充実感はかなり持ち得ているが、半数が憂欝感を感じている結果で、いかにも現代若

者の複雑多様な有り様を呈している。このような実態を学生も把握し、今後のよりよい学

生生活の設計指導の一助としたい。

参考文献;教育問題の社会学
その他

高浜介二著

111-

あゆみ出版 1990年11月20日




